
新市の名称について「名寄市」と要望することに関し、委員などが述べた要旨

１．名称は、この地域を表し、対外的にもこの地域がわかりやすく、そして地域住民が馴

染んでいる名称が良いと考える。

また、歴史ある「風連」と「名寄」の名称を新しい市の中に残し、その由来を後世に

伝えることは大変重要なことである。

２．風連、名寄を含んで使う名称は今日まで「名寄地区、名寄地方、名寄地域」と称して

きた。この名称を使うことは名寄市のみを指すものではなく、地域を表す言葉として使

われている。

また、地図上も「名寄盆地」と記され、公に認められている。

３．官公庁、民間企業等では、風連、名寄を含んでそのエリアとし、名寄の名称を冠して

いる例が多い。

名寄税務署、名寄警察署、名寄保健所、名寄法務局、名寄労働基準監督署、名寄公共

職業安定所・・・・・・。

地元企業の業種別協同組合などの団体も同様である。

４．中学校、高等学校における教育活動においても、名寄地区中体連、高体連、高文連な

どにも「名寄」という名称が使われている。

５．スポーツ、文化活動においても「名寄地区」の名称を冠した組織が多く各種大会など

の活動も同様である。

６．住民の声としては、「名寄市」と”市”まで残して欲しいという考えが根強い。それ

は「名寄区」や「名寄町」では別ものとなる。風連町は特別区の選択により○○市風連

区、又は○○市風連町となれるが、名寄市の場合は新市の名称を「名寄市」とする以外

に名称は同じとはならない。

７．農産物は、長い期間をかけて産地名を売り込み。風連も名寄もそれぞれにブランドを

確立してきた。市の名前を変えることは産地名を再度売り込み直さなければならなくな

る恐れがある。

以上のことから「名寄」と言う名称は、この地方を総称しており、住民にも対外的に

も馴染んでいることから､新しい市の名称は「名寄」とし、「風連」の地名は地区名と

して残す事をお願いしたいと考える。



機能分担型 機構案

新市における組織及び機構の方針は次のとおりとする。

ただし、新市においても常にその組織及び運営の見直し、効率化に努め、規模等の適正化を図るものとする。

新 市

議 会 選挙管理委員会 教育委員会 市 長 農業委員会 監査委員 公平委員会

副 市 長 副 市 長

(名寄担当) （風連担当、合併特例区

の区長を兼ねる）

＊副市長（助役）

：市長を補佐し職員の担任する

事務を監督し、市長を代理をす

る職

1.庁内文書や広報などの通常業

務については、「副市長」の呼称

市 市 総 市 経 建 教 【地方自治法で規定されている 総 市 経 建 教

立 立 智 民 ため、条例や規則などの法令文 民

病 大 恵 務 福 済 設 育 書や許可書などの法律行為に 務 福 済 設 育

院 学 文 祉 係る文書においては、「助役」を 祉

支 部 部 部 部 部 使用】 部 部 部 部 部

所

2.副市長は、それぞれの区域の

業務を統括するとともに、所属

する主たる部の業務を担当する

名 寄 庁 舎 風 連 庁 舎

● 新市の事務所はそれぞれの庁舎を有効活用することを基本とする。

● それぞれの庁舎には地域特性などを考慮して市役所機能を分担して配置する。

● 主たる部には部長を置き、新市の事業を総括的に行う人員を配置する。

● 従たる部には住民窓口など、直接住民サービスにかかわる職員を配置する。

● 庁舎間の連絡、打合せ、決済、などは電子メールや電子決済を積極的に有効活用し、効率的な行政運営を目指す。


